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ノウハウとシミュレーションを融合した
プレス金型設計技術の開発

「成形加工における生産設計支援技術の開発」　研究期間：平成１８～２０年度
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　高強度材料や大型部品など困難な成形が増加した生産設計を支援するために「成
形加工生産設計支援システム」を構築する。
　本システムでは，ノウハウの「見える化」と共有化を行い，ノウハウに基づく過去の
事例やシミュレーション結果を設計者に提示して支援する。
　さらに，ノウハウの少ない未知の成形での生産設計では，シミュレーションを駆使し
て最適な成形条件を自動で算出する最適プロセス設計技術で支援する。

○プレス成形で発生するしわやスプリングバック（開き，反り，ねじれ）の形
状不良の度合いを評価値化する機能を開発しました。

○金型形状（絞りビード形状）やしわ押え力などのシミュレーションの成形条
件を自動で変更する機能を開発しました。

○開発した機能により，ハット曲げの成形条件とスプリングバックの関係や，
角筒絞りで必要な素板形状を提示するノウハウを取得しました。

○しわとねじれを解消する絞りビード形状の最適プロセス設計を実施し，不良
のない成形条件を取得しました。

ノウハウの蓄積技術

最適プロセス設計技術

最適化理論に沿って，条件変更，成形解析，
結果評価を繰り返し，最適な条件を求める．

ねじれとしわを解消する絞りビード形状の
最適化を実施し良好な結果を得た．

弾・塑性力学理論を元に，コンピュータ内で
仮想成形する計算を行い不具合を予測する．

ハット曲げ成形の成形条件を
自動で変えながら，約1000通
りの解析を実施.

解析結果断面より評価点作成.
評価点を用いた角度計算で
形状不良の度合いを数値化．

成形条件を変更して
部位ごとの形状不良を
プロットし，ノウハウ化．
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